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使⽤する教材 

売店の店員さんにお願いしたいこと︓⽢くないお菓⼦を増やしてください。 

 

A くんの気持ち 
「おなかがすくと、いつも売店でお菓⼦を買うのですが、売店には⽢いお菓⼦

が多いです。⽢くないお菓⼦は 2 種類しかありません。⽢くないお菓⼦が増え
たらいいのに、と思います。」 

必要な情報をまとめる 

情報活⽤能⼒を⾝に付け、論理的に説明することを⽬指
すための教材です。 

（→P37） 

説明⽂に 
まとめる 

短期個別指導計画に 
具体的な⽬標を設定 

 

 

学校⽣活⽀援シート（個別の教育⽀援計画）より 

２ 現在のお⼦さんの様⼦（得意なこと、頑張っていること、不安なことなど） 

・公式があり、解き⽅が決まっている計算などは得意だが、図表を使った問題や⽂章問題が苦⼿で 
ある。 

・情報を整理し、表現することが苦⼿である。 

 
３ ⽀援の⽬標 
・図表を読み取り、根拠に基づいた説明ができるよう⽀援する。 

当期（６／１〜７／２０）の短期⽬標と⼿だて 
⽬標 

図表から必要な情報を読み取ることができるようになる。 

⼿だて 
学習教材を使⽤し、図表の無関係な情報を除外したり、同じレ

ベルのカテゴリーで分類したりして、グラフの構成を学習する。 
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１ 必要な情報を分類してまとめる

２ 情報を要約して説明⽂にまとめる

３ 学習後に振り返ることで定着を図る

必要な情報を分類してまとめる 1 

指導の進め⽅ 

ステップ１︓ 
図や表に表されている情報を、同じレベルのカテゴリー別に分類します。 

①と②の部分に名前を
付け、□の中に書く。 

A くんの気持ち 
「おなかがすくと、いつも売店でお菓⼦を買うので
すが、売店には⽢いお菓⼦が多いです。⽢くな
いお菓⼦は 2種類しかありません。⽢くないお菓
⼦が増えたらいいのに、と思います。」 

A くんの気持ちを
伝えるために必要
な部分を①､②か
ら選ぶ。 

ステップ２︓ 
⾃分の意⾒を表すのに必要な情報を⾒付け出します。 
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学習後に振り返ることで定着を図る 3 

＊ 本教材のステップ１〜3 の⼿順にそって問題を解くことで、図表を整理する 
⽅法が⾝に付いてきました。 

＊ 図表の読み取りに繰り返し取り組むことで、社会や数学等の授業で出てくる
図表の読み取りに⾃ら取り組むようになりました。 

＊ 論理的に話す⼿順を覚えて、相⼿に伝わりやすい話し⽅を⼼掛けるようにな
り、積極的に意⾒を⾔う場⾯が増えてきました。 

⽣徒の変容 

様々な課題をステップ 1〜３の順番に学習
し、定着を図ります。 

情報を要約して説明⽂にまとめる 2 

ステップ3:情報を要約し、ガイドに沿って、説明⽂を完成させます。 

A くんの気持ちと
円グラフに合うよ
うに完成させる。 

解答することに困っているときは、気
持ちを⽰す⽂章から答えを出すように
アドバイスすると効果的です。 
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必要な情報を分類してまとめる

情報を要約して説明⽂にまとめる

学習後に振り返ることで定着を図る

【ポイント③】 
まとめられた情報の中か

ら、⾃分の考えを表すため
に必要な情報を、⾒付け出
すように促します。 

【ポイント⑤】 
図表の内容を読み取る⽅法を学ぶことで、

論理的に説明する⼿順を覚えることができま
す。最終的に、相⼿に伝わりやすい表現⽅法
を⾝に付けることを⽬指します。 

【ポイント④】 
課題を反復して学習するこ

とで、図表を読み取る⽅法が
理解できます。 

【ポイント①】 
興味をもって取り組めるよ

うに⾝近な話題を問題にする
ことが効果的です。 

学習を⾏う上でのポイント 

【ポイント②】 
図表に含まれるたくさんの情報から、必要な

情報を⾒付け、整理することで、意⾒を述べる
ときにまとめやすくなります。 
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図表に表されている情報の共通点に気付き、主張する⽂章を⾃⼒で書くことを求め
るなど、更に⾼いレベルの学習ができるように設定してあります。 

Cさんの気持ち 

習い事が多くて、家に帰る時間が遅いの
で、宿題をする時間や寝る時間が遅くなっ
てしまうことで悩んでいます。 

これから⾼校受験も考えなくてはいけな
いので、習い事を⼀つやめて、勉強に余裕
をもって取り組めるようにしたいです。 

ステップ1:グラフの中の項⽬を、同じレベ
ルのカテゴリー別になるよう
線で囲む。 

ステップ３︓C さんの気持ちとグラフの内容を使って、C さんの気持ちを表す⽂章を書く。 

ステップ2:ステップ 1 で囲んだ部分の内、  
C さんの気持ちを伝えるために  
必要な部分に⽮印(→)を書く。 

お⺟さんにお願いしたいこと︓ 
習い事を⼀つやめたいです 

(→P38) 
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ステップ 1〜３の指⽰がなくなり、レベル１、２で⾏ってきたことを⾃分で思い
出しながら、⽂章を組み⽴てることが必要となるよう設定してあります。チェック
ポイントを確認しながら判断し、進めていきます。 

C さんの気持ち 

「私の学校には運動部は多いのに、⽂化部
が少なすぎると思います。部活に⼊っていな
い友達に、あるといいと思う部活を聞いたら、
⽂化部を答える⼈が多いです。新しい⽂化部
を作ると、部活動を楽しめる⼈が増えると思
います。」 

■問題■ 

表に⽰されている情報を使って、 
C さんの気持ちを主張する⽂章を書き
ましょう。 

先⽣にお願いしたいこと︓ 
⽂化部を増やしてほしいです 

⼿順がないので、⾃分の⼒で⽂章
を組み⽴てます。 

チェックポイント チェック 

図表に⽰されている情報をいくつか使った  

図表の項⽬をいくつかまとめて、別の⾔葉で⾔い換えた  

今の状況、気持ち、お願いしたいことを１〜２⽂で書いた  

(→P39) 

チェックポイントを確認しながら進め
ます。 




